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以下の問に答えよ。
問1. 必須微量元素について図を用いて説明せよ。
	

	


問2. 光熱変換分光法について説明せよ。
	

	


問3. 化学物質の生態毒性試験におけるエンドポイントについて説明せよ。また、半数影響濃度の導出例を図を用いて説明せよ。
	

	


問4. 化学物質の生物影響を調べる時にスペシエーション分析が必要とされる理由を説明せよ。
	

	


問5. 水の物理化学的性質が生態系維持においてどのような役割を担っているか説明せよ。
	

	


問6. 有機汚濁について説明し、その指標となる水質項目一つについて概要と測定方法を述べよ。
	

	


問7. POPsの分析前処理方法の典型例を示し、シリンジスパイク、クリーンアップスパイクについて説明せよ。
	

	


問8. 生物濃縮係数、オクタノール／水分配係数の定義を示したうえで両者の関連を説明せよ。
	

	


問9. シングルMSにおける測定モードを質量分離の原理に基づいて説明せよ。
	

	


問10. 多環芳香族炭化水素について、起源識別の手法を少なくとも1つ挙げて説明せよ。
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